
 会   議   録 

会議の名称 

 

平成２９年度第２回小金井みんなの給食委員会会議録  

 

 

事 務 局 

 

学校教育部  学務課  

 

開 催 日 時 

 

平成２９年７月１０日（月）１５時００分～１６時４５分  

 

開 催 場 所 
 

第二庁舎８０１会議室  

 

出 席 委 員 

 

不破委員、宇野委員、山内委員、沢口委員、清水委員、森委

員、島﨑委員、岩崎委員、松田委員、鈴木委員、坂口委員、

牧野（山極）委員、大元委員、菊池委員、印牧委員  

 

 

欠 席 委 員 

 

なし  

 

 

会 議 次 第 
⑴委員一言コメント  

⑵小金井市学校給食の指針についての意見交換  

⑶今年度の活動内容について  

⑷その他  

⑸次回の開催について  

 

主な意見等  

 

 

⑴委員一言コメント  

・栄養士会では和食の研究をしており、今年度、小学校食育

研究会で和食や和食マナーについて発表する予定。  

・給食室は朝から３０度を超えているため、調理員の健康管

理に注意している。冷暖房の設備も無く、虫など入ると異物

混入につながる恐れがあるため、窓も開けずに調理をしてい

る。  

・調理は終了しても室内は３３度以上あるが扇風機も無い。  

・給食終了まで事故の無いよう頑張りたい。  

・他地区では、熱中症になる人もいる。定期的に水分を補給

するなど注意している。  

・体調管理とともに衛生管理にも気をつけている。  

・学校給食は過酷な労働環境の現場が多い。  

・中央区では和食の料理人が献立を作成するなど和食が注目

されていると感じている。  

・５月から３０度を超えている現場もあった。熱中症だけで

なくノロウィルス等にも気をつけている。  

・試食会に参加したが、その中で人工のだしと給食のだしの

違いを体験した。良い機会だった。  



・給食室内に空調設備が無いことを始めて知った。過酷な環

境で作っていただいていることに感謝をしたい。  

・この会の活動内容の情報発信について、「 P 連だより」に掲

載できることとなった。  

・市の予算で給食室に空調設備が付けられないかと思った。  

・娘がじゃがいも堀に行った。農作物に触れる機会があまり

無いのでこういう機会を増やせたらいいと思う。  

・子供が高校生なので毎日お弁当を作っている。給食現場は

暑くて大変だと思う。  

・「ジュニアアエラ」に小金井みんなの給食委員会の活動につ

いて掲載された。  

・農家見学については、８月３０日（水）の１６時から大澤

農園さんに許可をいただいた。事務局から案内があると思う

ので、行ける方は参加してください。  

 

⑵小金井市学校給食の指針についての意見交換  

・指針に名称の違う給食関連の会議が多い。統合できないも

のか。各会議について説明して欲しい。  

・食育リーダー会は、各校の組織に設置することとなってお

り、食育リーダーは食育の推進役で学校長が任命している。

会議は年２回開催し情報交換と講演会に参加している。  

・栄養士会は、栄養士・栄養教諭の事務連絡や物資選定、書

類関係の見直し等を行なっている。また、食育等の研究を行

なっている。  

・学校給食連絡協議会は、給食調理委託校に設置されていま

す。学校、PTA、委託会社、教育委員会で構成され年１回程度

開催されている。学校給食連絡協議会は、主に調理員・栄養

士等で構成され、食器の検討等を行なっている。  

 

⑶今年度の活動内容について  

（会長）  

農家見学を除く、むさしの給食フェスタ、地産地消の作業部

会、科学の祭典の出展について委員の意見を伺う。意思の確

認と理由を伺う。  

 

むさしの給食フェスタについての主な意見  

賛成  

・他市のことを知ることはよいと思う。  

・他市の見学が有意義だと思うが、休日なのでいける方だけ

でよい。  

反対  

・委員会の目的からはずれていると思う。  

・個人としていけばよいのではないか。  

保留  



・見学しても取り入れられるわけではない。  

・行ける方だけでよいのではないか。  

 

地産地消の作業部会についての主な意見  

賛成  

・参入したい農家は多いと思う。他市の様子や現場の意見を

聞きながらやっていきたい。  

・ぜひ進めたい。進め方については相談したい。  

・取組みの計画をする必要はあると思う。  

反対  

・順調に増えているのでこのままでよいのではないか。  

・無理に進める必要があるとは思えない。  

・今年度、農協さんに入っていただいた。さらに地場野菜を

増やしていくため、栄養士会、教育委員会、農協さんと進め

ていけばよいのではないか。  

保留  

・作業部会でどう進めるかイメージが無い。農家見学をして

話を聞くだけでよいのではないか。  

・無理に進めるのはどうかと思う。  

 

科学の祭典の出展についての主な意見  

賛成意見なし  

反対  

・委員会の趣旨からずれていたと思う。  

・趣旨と異なるので出展しなくて良い。  

保留  

・有意義だったが、地産地消を優先したい。  

・別のことをやりたい。  

・参加でなくても良い。  

 

（事務局）  

むさしの給食フェスタ  

賛成７  反対２  保留５  

地産地消の作業部会  

賛成５  反対３  保留６  

科学の祭典の出展  

賛成０  反対５  保留９  

 

（会長）  

むさしの給食フェスタは、賛成が多いので委員会の有志とし

て行くこととする。  

科学の祭典の出展は、反対が多いので今年度は出展しないこ

ととする。  

地産地消の作業部会は、賛成が多いようだがメンバーはどう



するのか。作業部会を設置することでよろしいか。  

・保留が一番多いのに設置するのか。  

・定例の会の１回の中で議題にしたらどうか。  

・やりたい方だけではメンバーが偏る。バランスが崩れるの

は良くない。やはり立場ごとの意見交換は必要だと思う。  

（会長）  

今日は時間までに決めることができないので保留することで

はどうか。  

(事務局 ) 

本日は、委員個人の意思を確認しているので、多数決を取っ

てはどうか。  

（会長）  

それでは、地産地消の作業部会を設置するか、定例の会で議

題として取り扱うか挙手を求める。  

作業部会の設置  賛成３  

議題として取り扱う  賛成１１  

 

それでは、地産地消については議題として取り扱うこととす

る。  

 

その他  

・市民公募委員の欠員１名と、沢口委員も後任が決まれば辞

めたいという意思のため２名公募してもらえないか。  

（事務局）  

募集することを了解いただければ、９月１日の市報に掲載し

募集する。１０月中には決定できる予定。任期は平成３０年

３月３１日まで。  

 

次回の開催日程について  

次回は１２月４日（月）に開催したい。  

・期間が開き過ぎる。  

・もっと早くできないのか。  

日程を検討させていただく。  

 

 

決定事項  

 

 

 

⑴むさしの給食フェスタは委員会有志で参加する。  

⑵地産地消は、定例会の議題として取り扱う。  

⑶科学の祭典の出展は見合わせる。  

⑷農家見学は、８月３０日（水）１６時から、詳細について

は後日連絡する。  

⑸ PTA 連合会の会報に給食委員会の活動内容の記事を載せる

ことは可能  

⑹市民公募委員の２名募集  

 



 

次回の開催  

 

 

 

 

⑴次回の開催日程等について   

日時  １０月１６日（月）１５：００から１６：３０  

場所  小金井市役所西庁舎２階第５会議室  

 

 


